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薬効・安全性評価ユニット

染⾊体⼯学技術を基盤にヒト臨床予測性を⾼める創薬評価系を提供
⿃取⼤学独⾃の染⾊体⼯学技術と⼈⼯染⾊体（HAC/MAC）を基盤として、薬物動態ヒト化モデル動物・細胞、完全
ヒト抗体産⽣動物、疾患モデル動物を開発・提供しています。
これらの資材提供に加え、動物実験、各種サンプル取得、解析まで⽀援し、ヒトに対する安全性予測の向上と医薬品開発
の迅速化・成功確率の向上を⽬指します。
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薬物動態モデル 計10件
ヒトの薬物代謝・薬物動態を再現したモデル動物の開発と評価を⽀援

疾患モデル 計9件
遺伝性疾患などの動物モデル作製・解析を⽀援

免疫系ヒト化モデル 計14件
ヒト免疫系を再現した動物モデルの開発・評価を⽀援

染⾊体⼯学技術 計8件
染⾊体改変技術による⾼付加価値モデルの作成を⽀援

独⾃モデルの「提供」から「評価」まで⽀援

1. 薬物動態 〜薬物動態ヒト化モデル動物・細胞〜

ヒト動態を予測する
薬物代謝酵素・トランスポーター等の種差を克服し、ヒト薬物動態・安全性予測に利⽤できるモデルを提供
mouse 
• CYP3A
• CYP3A/PXR
• CYP2C
• MDR1
• UGT2
• CYP3A(3A5*1)

rat
• CYP3A
• UGT2
• CYP3A/PXR
• CYP3A/MDR1

ヒト薬物動態
関連遺伝⼦搭載
⼈⼯染⾊体ベクター
(内在遺伝⼦破壊）

ヒトでの応答性を予測
ü 代謝
ü 毒性
ü 催奇形性
ü がん原性
ü 薬効

ユニット連携内⽀援の成果として、OATP1ヒト化マウスを開発し、ヒト肝薬物取り込み・薬物間相互作⽤予測への有⽤性を実証
ヒト化薬物動態モデルの⾼度化により、ヒト薬物動態・薬物間相互作⽤予測への有⽤性を実証

• CYP3A(3A5*1)
• CYP3A(3A5*1)/PXR
• OATP
• CYP3A/MDR1
• UGT2/UGT1
• UGT2/UGT1/PXR

薬効・安全性評価ユニット内連携
東京⼤学・楠原洋之先⽣との成果
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マウス内在性Cyp2cをノックアウトした第⼆世代CYP3Aヒト化マウスの作製と評価

〜⾼度化〜 CYP3Aヒト化マウスを⽤いたヒトPK予測系の構築
第⼀世代

CYP3Aヒト化マウス
第⼆世代CYP3Aヒト化マウス⾎漿中濃度推移
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○脱メチル代謝物

⾎漿中濃度推移
●クロバザム
○脱メチル代謝物
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